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と学修者による主体的で対話的な深い学び
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〉の形成をめざす本学教員養成の全学的質保証システム














4 4 4 4 4
に係る理論武装１）へのささやかな素材を提供するものである。
１．はじめに―教職課程認定行政を巡る近年の動向と本稿の目的―
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アカリキュラム




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
４）に
準拠することとされている。教職課程コアカリキュラム
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
には、以下のような作成の目的が
明記されている（下線は筆者による）。
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が、新しい教育職員免許法及び同施行規則に
基づき全国すべての大学の教職課程で共通的に








4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
を目指す
ものとの基本的認識が示されている。続けて、教職課程コアカリキュラム
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修得
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すべき資質能力」を示すものとして作成されたことが説明されている。従って、我が国の
大学に開設されている教職課程での学びを通して「共通的に
4 4 4 4
修得すべき資質能力」、いわば
“National Standards” として「教職課程コアカリキュラム






4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
となる “University Standards” を構築
し、実際に質の高い教員養成に取り組むこと」であるように認識される。
教職課程カリキュラム編成上の新しい重要概念として登場した教職課程コアカリキュラ








4 4 4 4 4 4
から、各レベルの関係機関及びその関係者等
が相互に連携しつつ「教師教育カリキュラム＝教職課程全体の質保証システム」を実質的に
















4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」の対象科目とはされていない
4 4 4 4 4 4
。では、「教職実践演習」の授業内
容例や到達目標等については、「教職課程コアカリキュラム」から離れて
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演習」との接続性・連続性を視野に入れた「教職課程コアカリキュラム








議会答申10）を受けて、平成 22 年度入学生の卒業学年次（大学の場合平成 25 年度、短大の
場合平成 23 年度）より必修化され（２単位）、その実施期間は平成 29 年現在で５～７年を
経過している。加えて、上記答申を受けて、本学教育学科では、学長の指導のもと平成




年間の試行的開講を行った（平成 24 年度まで）。その後、平成 25 年度より平成 29 年度ま
で５年間は、正規の教職必修科目として開講してきたという経緯がある。なお、現行カリ
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4 4 4 4
、同時に「開放制」による教員養成制度がその大学における
実際的運用段階















4 4 4 4 4
、学校現場での実践とは
乖離した
4 4 4 4
、安易な教員免許発給課程」という運用実態











4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」への
自覚喚起、特に「教科に関する科目担当教員
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
の教員養成に対する意識」向上への要請であ
D10334_70002134_04前原健三.indd   60 2018/08/24   14:51:00













4 4 4 4
に基づき指導を行うという「大学全体
としての組織的な指導体制を整備する」必要性が指摘されている。従って、「全ての教員





































4 4 4 4
〉に対する強い問題意識の表明で
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4 4 4 4 4 4 4 4 4
キュラム
4 4 4 4
を構築することが、教員養成の質を担保する上で課程認定大学の責務として求め
られていたものと解される。同時に、教職課程の履修履歴実態
4 4 4 4 4 4
（＝教員として修得すべき
具体的な資質能力
4 4 4 4
及びその評価指標
4 4 4 4
による）を累積的に書き込み、より効果的な教職課程
の履修を推進するカルテを、「教職課程履修カル









4 4 4 4 4 4 4
の具体的な構築作業を全学的に
4 4 4 4
推進することが、課程認定を受
けようとしている「大学の責務」として課されていた（る）ことを今一度再認識すべきである18）。
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平成 22 年度入学生（平成 25 年度４年生）からの教職実践演習の必修化に備えて、平成
21 年度４年生からの前倒し試行期を含めて、４年次通年の授業運営体制を構築し実施し





















4 4 4 4
』という名称に変わり、全ての教職課程履修学生にそ
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4 4 4 4
・学び合い
4 4 4 4
・高め合いつつ
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4 4 4 4 4
や教員研修論













4 4 4 4
〉は、家庭教育あるいは社会教育における〈教育実践

















4 4 4 4
〉とは機能的に異なるものと理解される30）。
このような理解に基づいて、学校教育において教師が実践する〈教育実践











4 4 4 4
〉と呼ぶこととする31）。家庭教育あるいは社会
教育における〈教育実践
4 4 4 4
〉と意識的に区別するためである。
加えて、学校教育を巡る今日的な状況、即ち、近代公教育
4 4 4 4 4
の理念とその制度の機能的な
矛盾や対立・教育病理現象が、現代公教育体制
4 4 4 4 4 4 4
の進行・発展の中で拡大・増幅され、これ
らを架橋し統合し難い状況の中で、今一度、学校教育の実践的構造特性
4 4 4 4 4 4 4
を確認するためで
ある。かかる複雑な分裂状況は、大学教育として実施されている教員養成カリキュラム及
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」33）である。⑥【〈教
職実践〉の特質】従って、〈教職実践
4 4 4 4
〉について上記のように仮説的に定義すると、教育職員 = 教育
主体の「人格的行為
4 4 4 4 4
」は、〈教職実践
4 4 4 4
〉を構成する諸要素に「逆に」規定されることとなる。つまり、
学校教育における〈教職実践












4 4 4 4
〉について、上記のような一般的・仮説的定義34）を試みた場
合、〈教職実践
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4 4 4 4
は、伝統的な「教師中心主義的教育観




4 4 4 4 4 4
」と捉えられている。この教育観の特徴は、学習者
= 子どもを「粘土モデル










4 4 4 4
・記憶中心の教育観
















4 4 4 4
であったり、勝手に染め上げる
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教師の役割は学習者の主体的学び
4 4 4 4 4
を支援すること






4 4 4 4 4
」38）で捉え、〈無限の未知なる



























4 4 4 4 4
」で捉え、〈無限の未知なる
4 4 4 4 4 4 4
可能性を秘め
た存在〉として、子どもを理解するが、果たして、子どもは〈無限の未知なる





4 4 4 4
可能性」という表現は正しいといえる。
更には、子どもの可能性の内容（＝「個性」や「能力」など）の萌芽がどのように実在する





















4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」は、「子ども
はその未知なる
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づいて、「子どもの可能性を開花させてくれない
4 4 4 4
」（→開花させることのできない




































4 4 4 4 4
と創造の場
4 4 4 4
が出現しつつある。
〈教職実践






























4 4 4 4
〉に際しては、臨床心理学的・人間学的な理解が重要視され
る一方、児童福祉法・少年法・いじめ防止対策推進法・児童虐待の防止・障害者差別解消
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法・児童の権利条約等に関する法律等に基づく法制的視点
4 4 4 4 4
からの理解も必要である45）。
それは、〈教職実践
4 4 4 4
〉自体が、これを構成する教育学的三角形
4 4 4 4 4 4 4
内部の〈閉じられた関係性










4 4 4 4 4 4 4
〉との相互関係性











4 4 4 4
〉と〈社会的環境要因〉
学校おける〈教職実践
4 4 4 4
〉は、上述のように、教育学的三角形を包囲する〈社会的環境要因
4 4 4 4 4 4 4
〉
によっても、様々な影響を受ける可能性がある。この学校教育の〈社会的環境要因
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〉をめぐる環境の変化や複雑化を考慮すると、〈教職実践























4 4 4 4
へ向けて、〈教職実践の諸々の構成要素〉に直接間接に対応しつつ、相互に関連し
4 4 4 4 4 4
合う形で
4 4 4 4
一定の順序性を考慮しつつ計画的に開講され、かつ履修されることとなる。かか
る履修行動は、学士課程プログラム
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けることで、〈教職実践力
4 4 4 4 4
〉は累積的連続的に
4 4 4 4 4 4 4
形成されることが期待されている。最終的に
は、当該大学・学部・学科等が養成すべき理想的教員像
4 4 4 4 4 4
に到達することが目標となる。こ
の目標に到達するために、〈教職課程全過程における学びの軌跡




4 4 4 4 4 4 4 4 4
」である。この「教職課程履修カルテ




4 4 4 4 4 4
を施すことにより、教員免許取得後、当該校種学校におけ
る最小限の〈教職実践









4 4 4 4 4
〉を
修得させることを究極的に企図する「カリキュラム」であり、その最終確認
4 4 4 4
と最後の補完指








































4 4 4 4
〉の構造と機能について、その構成要
素に着目しつつ、一般的な
4 4 4 4
説明を試みてきた。また、教員養成を巡る危機的状況の中で、
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課程認定を受けて大学の責任としてどのように開設し、どのように運用・実践するか、各
大学の教員養成に対する基本的な姿勢
4 4 4 4 4 4
が問われていることを指摘してきた。
ところが、大学教育の一環として「教職課程」の意義を巡って、これを受講する学生側の


























































4 4 4 4 4 4 4 4 4
」の理解を巡る問
題意識については、否定・肯定に係わらず様々な議論が存在している57）。ここでは、中教
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4 4 4 4
」と、実際
の学校教育や社会が教員に求める実質的な「資質能力
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”とする学科等（入学定員を伴な
う教育上の基礎組織）でなければならないとされてきた（目的志向性
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とはしていない










4 4 4 4 4 4 4
と教職課程履修実態レベル










4 4 4 4 4
、個人主義化
4 4 4 4 4
が進行
しつつあり、これらの現象が、学校的な価値観







4 4 4 4 4 4
とその基礎または基盤を培う人格陶冶
4 4 4 4
の必要性が看取される60）。
ところが、高校生・大学生及びその保護者の個人的消費者意識
4 4 4 4 4
（消費欲求










4 4 4 4
」消費者意識論に立てば、特に多くの大学
生について予測されるように、大学教育や教職課程の授業を通して実質的に
4 4 4 4
「意味のある
学習内容を修得する」ということよりも、むしろ、結果的に
4 4 4 4
「必要単位を修得し、卒業証書
や教育職員免許状を取得すること」の方に大きな商品的価値
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21 世紀に入って 18 年が経過した。私たちの社会は、20 世紀にも増して、グローバル
化が進行しており、高度で複雑な知識基盤社会
4 4 4 4 4 4
64）を形成しつつある。この知識基盤社会
4 4 4 4 4 4
は、同時に生涯学習社会
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〉とし
て〈主体的能動的に選択
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５．おわりに―学院立学の精神に立脚した全人的教職実践力の形成をめざして―





以下の資料は、2016（平成 28）年度４月入学生用『履修便覧』の 228 頁に掲載されている











⑵ 　学院立学の精神に立脚した全人的教職実践力とは、“ 高い知性 ” と “ 善美な情操 ” と “ 高
雅な徳性 ” とを兼ね具え、これらの資質・能力を幼児・児童・生徒等に対して、それぞれの
学校教育段階において創造的に育むことのできる教員又は保育士としての総合的な実践力
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4 4 4 4 4
、学位プログラムをコアとする教育活動総体の中に、全ての教員養成
カリキュラムを正統に位置付け
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６．注及び引用参考文献・資料等









２）　平成 31 年度入学生より適用される新しい教育職員免許法の施行日は平成 29 年４月１日、最









4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」は、「教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会」によ




き）（平成 31 年度開設用）』pp.165~193 に収録されている（以下、文部科学省初等中等教育局作
成『手引き』と表記する）。拙稿では、この『手引き』掲載資料を使用した。また、教職課程コアカ
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4 4 4 4 4 4 4 4
質保証システムについては、⑤日本教師教育学会編 2012 『日本教師教育学会
年報』第 21 号〈特集〉教師教育実践の検証と創造（学事出版）、⑥同前編 2017 『日本教師教育学
会年報』第 26 号〈特集〉「標準化」「基準化」の動向と課題（学事出版）、⑦別惣淳二・渡邊隆信編
著 兵庫教育大学教員養成スタンダード研究開発チ―ム著 2012 『教員養成スタンダードに基づく
教員の質保証―学生の自己成長を促す全学的学習支援体制の構築―』（ジアース教育新社）などが
ある。（Ｃ）上記（Ａ）の考え方のベースに置かれている PDCA サイクル論
4 4 4 4 4 4 4 4 4
等による大学の質保証
推進に対して批判的な






4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
に対して批判的な
4 4 4 4
論文としては、⑩佐久
間亜紀 2010 「六年制教員養成の問題点―国による教師教育の再統制化―」（『現代思想』2010 年
４月号（青土社）〈特集＝教育制度の大転換―現場はどう変わるのか―〉pp.176 ～ 189 所収）等が
ある。上記（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）間の論争的状況を呈しつつある。
13）　かかる「大学の実態」は、ある意味「開放制教員養成制度




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
察
4




２． 平成 10 年 10 月教育職員養成審議会第二次答申「修士課程を積極的に活用した教員養成の
在り方について－現職教員の再教育の推進－」




4 4 4 4 4




4 4 4 4 4
」を作成）」が例示されている。その様式については、「大
学の判断」に委ねられており、中教審答申の中で例示されているのみである。
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17）　本学では、中高・栄教教職課程については、平成当時 20 年～ 22 年当時の諸資格指導室常任
委員会及び諸資格対策委員会において、「養成段階で修得すべき最小限必要な資質能力」を策定
の上、これに基づき学生作成及び教員作成の「履修カルテ
4 4 4 4 4
」を策定し、１年間の紙媒体試用期間を










4 4 4 4 4 4
」という授業の成績評価方法





4 4 4 4 4 4
」という授業を修得することによって履修学生自身が身につけること
が期待されている「教員としての資質能力












4 4 4 4 4
（ファイル
4 4 4 4
）』の活用方法については、上記注の 16）・17）・18）の
理由により、「学生による『教職カルテ
4 4 4 4 4
（ファイル












4 4 4 4
・高め合う力
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4 4 4 4
、高め合う学び
4 4 4 4 4 4
を推奨し実践した。このような学びのプロセスを『教職実践演
習（小）AB 探求ノート』に書き込み













4 4 4 4 4
・自己発信力
4 4 4 4 4
が低迷する事態
に陥っているように観察される。この弱さが、公立学校園教員採用試験における面接場面
4 4 4 4
での
自己表現力









4 4 4 4 4 4 4 4 4
へも実践的に対応する女子大固有の取組みである。
22）　ここで言う「教職キャリア支援















































い）、今西幸蔵著 2017 『生涯学習論入門』（法律文化社）、前平泰志編・渡邊洋子編著 2016 『生
涯学習概論―知識基盤社会で学ぶ・学びを支える―』（ミネルヴァ書房）、赤尾勝己編 2016 『生
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4 4 4 4 4 4
に着目するのは、
学校教育において教師が日常的に実践する〈教育実践〉＝〈教職実践











4 4 4 4 4
〈教職実践〉概念が横行している。
31）　学校教育において教師が日常的に実践する〈教育実践〉＝〈教職実践
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郎監訳・編集 2001 『人格の教育―新しい徳の教え方学び方―』（北樹書房）、トーマス・リコー












4 4 4 4
〉についてこのように仮説的な定
義を試みることで、特に入門期の
4 4 4 4
教職課程履修者には、「学校教育の特性に即した教職実践」に
ついて統合的に
4 4 4 4
理解し易いように思われる。
35）　〈教職実践





『教育学入門（上）』（講談社学術文庫）pp.77 ～ 114 が示唆深い。
36）　「教育学的三角形
4 4 4 4 4 4 4
」という用語は、西ドイツ（当時）の教育学者である Josef Derbolav の著作『教
育と政治―その関係の体系的－批判的分析―』（石原鉄雄・山田邦男共訳（広池学園出版部） 1980












4 4 4 4
〉は、教育学的三角形内部











pp.171~179、『村井実著作集２ 教育の再興』昭和 62 年（小学館）pp.56~60を参照した。教師中心
主義については、新堀通也・小笠原道雄編著 1980 『教育学』（福村出版）pp.57 ～ 59を参照した。
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pp.28 ～ 32、pp.34 ～ 43、前掲『村井実著作集２ 教育の再興』pp.62~66を参照した。学習者中









の中で初めて行われるものであるのかどうか。」という問題提起である（高久清吉著 昭和 50 年 
『教育の英知―ヘルバルトと現代の教育―』（協同出版社）pp.106 ～ 107）。同著 pp.107 ～ 108 で
は、村井が言う「植物モデル」で子どもの成長を比喩的に論じる際の陥穽について論じられてい
る。ヘルバルト教育学については、是常正美著 1957 『西洋教育史 ヘルバルト』（牧書店）が詳し
い。因みに、武庫川学院校祖公江喜市郎先生の御影師範学校時代（大正二年～四年）の教頭岡田
五兎は、ヘルバルトの研究家であった。詳細については、甲陽会編昭和 52 年『甲陽会母校創立
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に浅野智彦著 2013『「若者」とは誰か―アイデンティティの 30 年―』（河出ブックス）pp.68~97
「第３章 消費と労働の間で」等を参照。また、筆者が授業及びクラス担任として経験する学生の
一部の中には、何しろ「褒められたい」・「認められたい」等といった強い承認欲求
4 4 4 4
傾向が見られ
る。同時に、自己表現が苦手で自己の考えや意見などを集団の中で表明することを避ける傾向




42）　ボルノー著 峰島旭雄訳 1966 『実存哲学と教育学』（理想社）、同著 1966 浜田正秀訳『教育宝
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4 4 4 4 4 4
からの興味あるアプローチが見られる。例えば、石戸教嗣・今
井重孝編著 2011 『システムとしての教育を探る―自己創出する人間と社会―』（勁草書房）、ニ
クラス・ルーマン著 村上淳一訳 2004 『社会の教育システム』（東京大学出版社）を参照。特に、
幼児教育・保育分野については、その教育・保育原理が〈主観的で心情的な子ども中心主義〉に
傾斜する傾向が強いため、これとは質的に異なる
4 4 4 4 4 4
教職員関係・上司との関係・保護者等との関
係をシステム論的に認識する発想自体が希薄になる傾向が見られる。かかる〈実践認識





















4 4 4 4 4
が潜んでいる。同時に、社会学・法律学・経営学等の社会科学





4 4 4 4
〉という視点から観察することで、専門性への新たな問い
4 4 4 4 4
が生じる。この
ような新たな問い




変革への展望６》学校のポリティックス 佐藤学他編集代表 2016 岩波書店 pp.129~159 所収）、








49）　瀧澤博三著 2016 『高等教育政策と私学』（悠光堂）、特に pp.100 ～ 119 を参照。摺河祐彦著 
2016 『教育の力 私学の力』（河出書房新社）では、私立学校の存在意義
4 4 4 4 4 4 4 4 4
について論じられている。
50）　学校の管理・運営を担う教師の実践的課題については、南本長穂編著 2016 『新しい教職概論
―教師と子どもの社会―』（ミネルヴァ書房）、第４章（pp.44 ～ 58、前原）、髙木展郎他著 2015 
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戦後第４の教員大量採用のピークは遥か先の 2050 年頃になろう。2020 年代と 2030 年代には
教員養成の世界に戦後第３回目の冬の時代が到来することが見込まれる。」（広島大学大学院教育
学研究科教育学教室編 2018 『教育科学 31』ニシキプリント pp.5~57 所収）
54）　上記注 53）で記したように、予期される 2020 年以降の教員需要「真冬の時代
4 4 4 4 4
」を視野に入れつ
つ、教員養成質保証システム








4 4 4 4 4
の教員養成＝師範学校における教員養成への反省とは、深
い教育愛に支えられた実践力を有してはいたものの、過度に国策に順応し過ぎ、広い視野から
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の批判力には乏しい教師を養成してきたという反省を意味する。師範学校については、三好信
浩著 1991『日本師範教育史の構造―地域実態史からの解析』（東洋館出版社）など参照。
57）　①日本教師教育学会編 2017『教師教育研究ハンドブック』（学文社）、②臼井嘉一著 2010 『開
放制目的教員養成論の探究』（学文社）、③浦野東洋一・羽田貴史編 1998『変動期の教員養成―
日本教育学会課題研究「子ども人口減少期における教員養成及び教育学部問題」報告書―』（同時




58）　「教職課程認定基準」（平成 13 年７月 19 日教員養成部会決定 一部改正平成 29 年 11 月 17 日）
の［２ 教育上の基本組織］ （5）「幼稚園教諭又は小学校教諭の教職課程は、教員養成を主たる目的
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
とする学科等




4 4 4 4 4 4
「子ども社会専攻」、関西外国語大学英語キャリア学部




4 4 4 4 4 4
のホームページには、「初等教育学専修
4 4 4 4 4 4 4
は、小学校教員１種教員免許を卒業と同
時に取得することができる小学校教員養成を目指す


















本著では、日本の高等教育は、18 歳人口減、予算減、求職減に直面した 1980 年代米国の高等
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62）　『月刊 教職研修』2017 年 10 月号（教育開発研究所）「《提言》教員の『働き方改革』―中教審諮問
を踏まえて」、平成 29 年 12 月 22 日中央教育審議会『新しい時代の教育に向けた接続可能な学校
指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について（中間ま
とめ）』等参照。
63）　山崎前掲論文 pp.45 ～ 48 において、「公立小中学校教員需要 2017－2030 春」というタイトル
で全国及び地域別の需要変動推計が示されている。
64）　平成 17 年の中央教育審議会答申『我が国の高等教育の将来像』で示された言葉である。21 世
紀はいわゆる「知識基盤社会
4 4 4 4 4 4
（Knowledge-Based Society）」の時代であると述べられ、「知識基盤社




基盤として飛躍的に重要性を増す社会」であると定義されている。また、平成 21 年８月 31 日科
学技術・学術審議会人材委員会が『知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて』
という報告書を提出した。なお教師の立場から「知識基盤社会












66）　教員の資質向上研究会編著 2017 『平成 28 年改正 教育公務員特例法等の一部改正の解説―学
校教育を担う教員の資質向上をめざして―』（第一法規）参照。
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画」を策定することが義務づけられたこと。このことを受け、「兵庫県教員資質向上指標
4 4 4 4 4 4 4 4
」・「兵
庫県管理職資質向上指標
4 4 4 4 4 4 4 4 4
」・「兵庫県教職員研修計画










4 4 4 4
としては
当然の責務と推察される。女子教育問題研究会編 2009 『女性校長のキャリア形成―公立小・中











成 31 年度開設用）（最終更新日平成 30 年１月 15 日）（PDF:3594KB）』
70）　【資料Ⅰ】及び【資料Ⅱ】は、〈学院立学の精神に立脚した全人的教職実践力
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